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 町内会・自治会、ＮＰＯ法人等の地域活動や市

民協働を支援するために設置している市民協働推

進センターの中から、今回は、渋民公民館を紹介

します！ 

 
  

市民協働推進センターを知ろう！ 渋民公民館編 

 渋民公民館では、１階受付付近に地域活動や市

民協働に関する資料や助成金情報などを常に配架

しています（写真左）。また、フリースペース

（写真右）の他、ミーティングルームについて

も、町内会・自治会等の団体の打合せなどにご利

用いただけます。ミーティングルームの利用を希

望される際には、一度ご相談ください。 

 渋民公民館では、市民に玉山地域の魅力をもっ

と知ってもらえるような各種講座・イベントが企

画されています。この機会にぜひ、渋民公民館を

訪れてみてください！ 

【玉山地域づくり大会】 

 11月15日（火）、盛岡市渋民文化会館姫神ホール

を会場に、令和４年度玉山地域づくり大会が開催さ

れました。本大会は、盛岡市、盛岡市玉山地域振興

会議、玉山地域自治会連絡協議会の主催。きれいな

まちづくり推進「花いっぱい運動」表彰式、ＩＧＲ

新駅誘致推進会活動報告の他、いわて応援芸人天津

木村氏による講演会が開催されました。 

 「『盛岡・玉山地域にええトコ沢山あると思いま

す！』～移住してみてわかった地域の素晴らしさ

～」と題された講演会では、講師の天津木村さんか

ら「岩手県には、皆さんが気づいていないだけで、

たくさんの魅力があり、外から来たからこそ自分に

は、よく見える。」という話がありました。  

 ５月６日（金）、13日（金）、20日（金）の全

３回にわたって、玉山地域の魅力を発見する講座

「ヒストリア玉山」が開催されました。そのう

ち、日戸コースの回では、講師に中野剛氏を招

き、サクラパーク姫神と姫神ウィンドパークをめ

ぐり、１万本のオオヤマザクラ植樹に至った経緯

や発電用風車建設までの道のりを聞くことができ

ました。参加者からは、「玉山地域の歴史や自然

のことなどが分かって良かった。」との感想があ

りました。 

浅岸自治会（大平市兵衛会

長）は、７月26日、後世に浅

岸村役場・浅岸公民館のあっ

た場所を伝えるため、建物跡

地に石碑を建立しました。 

浅岸村は浅岸・新庄・加賀野・八木田・大

葛・大信田・銭掛・小貝沢の８つの区から成っ

ており、1941（昭和16）年に盛岡市と合併しま

した。合併に伴い、「浅岸村役場」は「浅岸出

張所」に名称を変更。1955（昭和30）年に出張

所の業務が本庁に移された後は、建物は「浅岸

公民館」として使用されました。同公民館は、

1998（平成10）年に移転・新築され、現在、当

地は住宅地となっています。 

 石碑は、正面に「浅岸村役場 浅岸公民館跡

地」と記されているほかに、裏面には浅岸村の

沿革が記されており、現在の浅岸二丁目５番地

内に立っていますので、ぜひご覧ください。 

【浅岸自治会】  
浅岸村役場・浅岸公民館跡地に 
    石碑建立！ 

【天津木村氏による講演の様子】 
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大学生が地域や商店街のお店を知る機会となった

ため、今年は大学構内でイベントを開催すること

で、地域や商店街の方が大学に来て、学生と交流

するきっかけになればと思い企画した。」と話し

ていました。 

 同イベントは、（一財）地域活性化センターが

市町村振興宝くじ（サマージャンボ宝くじ）の収

益金の交付を受けて行う補助事業「地方創生に向

けて“がんばる地域”応援事業」の採択をうけ、

実施されたもので

す。当補助事業の詳

細については、市民

協働推進課協働推進

係（626-7535）へ お

問い合わせ下さい。 

 10月29日（土）、岩手大学（市上田三丁目）の

農業教育資料館前広場を会場に、『うえだ交流ま

つり2022in岩手大学』が開催されました。同イベ

ントは、主催の盛岡市上田商店街協同組合（中川

善功理事長）のほか、岩手大学、岩手大学まちづ

くりサークルNPCN（斎藤瑛斗代表）の協働によっ

て、企画・運営されたものです。当日は、上田商

店街や岩手大学にゆかりの店舗が複数出店したほ

か、上田中学校の合唱発表や上中太鼓の披露、学

生サークルのステージ発表が行われるなど、子ど

もからお年寄りまで、幅広い世代の来場があり、

多くの人で賑わいました。 

 企画者の一人である斎藤瑛斗さんは、「昨年実

施した『うえだめし（上田商店街の弁当を格安で

岩手大学生に向けて販売する企画）』によって、
【岩手大学まちづくりサークル

ＮＰＣＮの学生】 



 10月30日（日）、“世界につながるまち

盛岡”市民会議（岩山徹会長）は、市民運

動の機運を高め、盛岡の魅力を発信するた

め、令和４年度推進イベントを開催しまし

た。令和４年度のテーマは「盛岡の魅力、

再発見!!～Rediscovering the Charm of 

Morioka!!～」。盛岡駅ビルフェザンを会

場に、盛岡について語り合うトークセッ

ションとパネル展示を行いました。延べ

525名が来場し、私たちのまち・盛岡につ

いて改めて歴史を振り返り、新たな一面を

発見し、見つめ直す機会となりました。共

催者は盛岡市及び盛岡市・都南村合併30周

年記念事業実行委員会。 

左から ふじポンさん（司会）、畑中美耶子さん、

金野万里さん、高橋大さん 

 

“世界につながるまち盛岡”市民会議とは？ 

“世界につながるまち盛岡” 市民会議（旧あすを築く盛岡市民運動実践協議会）は、昭和45年の

第25回国民体育大会の成功に向けた市民運動の推進を図るため、昭和43年に結成されました。盛岡

の魅力を国内外に発信し、盛岡の魅力を世界と共有することを目的として、次の活動を行う団体で

す。市民活動団体、企業、NPO法人等により構成されています。令和４年11月時点で、一般会員61団

体及び協賛会員団体18団体が所属。 

  

 １ 国内外に向けた盛岡の魅力発信 

 ２ 盛岡を訪れる全ての人が盛岡を快適と感じる環境づくり 

 ３ 市民の国際理解の推進 

 ４ その他、当会の目的達成に必要な活動 

 トークセッションでは、市を中心に多方面で

活躍するお三方をゲストスピーカーとしてお招

きし、ふじポンさんを司会に、盛岡の魅力や市

民活動について語り合いました。ゲストスピー

カーとしてお越しいただいたのは、もりおか歴

史文化館初代館長の畑中美耶子さん、文化地層

研究会の金野万里さん、そして（株）東家専務

取締役の高橋大さん。 

 明治23年の盛岡駅開業から平成18年の玉山村

合併までのまちの変遷を振り返り、市民活動の

現状や展望について語られました。畑中さんは

盛岡弁の伝承活動や盛岡文士劇、金野さんは市

民団体・文化地層研究会の活動や盛岡もの織り

検定試験の取組み、高橋さんは盛岡馬車みち会

議の活動について紹介されました。盛岡の伝統

や文化を後世へとつなぎ、まちの魅力として生

かしていく取組みに、来場者は興味深い様子で

聞き入っていました。 

“世界につながるまち盛岡”市民会議ホームページはこちら 

 当会の活動については、ホームページのお問い合わせフォー

ムからお問い合わせください。 

 パネル展示では、盛岡市・都南村合併30周年

を記念したフォトコンテスト「都南の風景」受

賞作品の展示、合併30周年を振り返る展示など

を行われました。会場のスクリーンではテレビ

都南の合併10周年記念番組が上映され、懐かし

い映像や写真に、通りかかる市民らが足を止め

て見入っている様子が見られました。 

 岩手のもりおかを、世界のＭＯＲＩＯＫＡ

へ。世界へとつながる、小さいながらも生き生

きと光り輝く盛岡の魅力に触れる機会となりま

した。 


